
垂水市周辺で見ら れる地質層序

垂水市周辺の地史

1. 基盤岩に花崗岩の貫入岩体

鹿児島県本土の基盤を 構成する 、深海に堆積し た砂や泥から

なる 堆積岩（ 四万十累層群）は、垂水市の牛根方面や高隈山系

を 中心に広く 分布し ています。それら は、 砂岩や泥岩ま たは

それら の互層で、堆積年代と し ては約 8 0 0 0 万年前と さ れて

います。約 130 0 万年前、それら の地層にマグマが貫入し 、冷

えて花崗岩 ( 高隈山花崗岩体 ) ができ まし た。その後、堆積岩

と 花崗岩が隆起し 高隈山系の山々を 形成し ま し た。マグマが

貫入の際に基盤岩である 砂岩や泥岩と 接触する こ と で、基盤

岩は著し い接触変成作用を 受けて、 固い岩石（ ホルン フ ェ ル

ス）と なり まし た。こ れら は、高峠や中俣・ 市木の山間部、猿ヶ

城渓谷周辺で観察する こ と ができ ます。

2. 火山活動の歴史

1. 基盤は堆積岩

垂水市北部の牛根方面の早崎では、 現在の鹿児島湾奥の地域

に起こ っ た火山活動の歴史を 知る こ と ができ ます。約 290 万

年前の牛根安山岩の上に、 約 180 万年前の噴出源不明の麓火

砕流堆積物、約 23 万年前の牛根玄武岩、さ ら に 4 万年から 3

万年前と 推定さ れる 牛根流紋岩が重なっ ています。早崎から

海潟に至る海岸沿いには、それら の転石も 確認でき ます。

3.  ふたつのカ ルデラ 噴火の堆積物

4 . 桜島の誕生と その噴火の影響

まだまだあるぞ ジオを学べる史跡

江戸期に 垂水郷を 治め て い た 一

門家の墓地。墓や石灯篭な ど の石

材は、「 花尾石」 や「 反田土石」 と

い っ た 鹿児島市北部・ 姶良市で

産出す る 溶結凝灰岩が利用さ れ

て いま す。

❷ 垂水島津家墓地

縄文時代後期から 古墳時代にかけ

ての遺跡で 、 土器等と と も に軽石

を 加工し た製品が多数出土し てい

ます。用途不明なも のも 多く 、岩偶

が特徴的で す。一部は垂水市文化

会館ロ ビ ーに展示し てあり ます。

❶ 柊原貝塚

本城川沿いの南側には、戦国期まで

垂水を 領し ていた肥後氏や伊地知

氏の居城跡が並んでいます。それら

は、姶良カ ルデラ の噴火によっ て噴

出し た垂水火砕流や入戸火砕流堆

積物の急崖を利用し ています。

❸ 本城・ 高城跡

溶結凝灰岩と は

巨大噴火の噴出物である火砕流

堆積物が自ら の重みと 熱で圧縮

さ れ硬い岩石に変化し たも のが

溶結凝灰岩。火砕流は様々な サ

イ ズや重さ の粒子が規則性なく

含ま れる のが特徴で す。現在私

たち が目にし ている 溶結凝灰岩

は、 その分布などから 噴出源が

推定さ れて いま す。溶結凝灰岩

は地質学的な火砕流の名前のほ

かに、 生活に利用さ れる 石材名

で呼ばれるこ と があり ます。

軽石など がつぶれて 溶結し

たも のが観察でき ま す。
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桜島起源の火山灰及び軽石

入戸火砕流

垂水火砕流

大隅降下軽石

阿多火砕流

高隈山花崗岩体

四万十累層群

約 11 万年前に大噴火し た阿多カ ルデラ 起源の火砕流堆積物

を 、垂水市の南部で観察するこ と ができ ます。新城地区の川沿

いでは厚く 、 海岸沿いでは波打ち 際に顔を 出し ています。一

方、約 3 万年前に起こ っ た姶良カ ルデラ の大噴火では、初めに

プリ ニー式噴火の途中の大量の軽石から なる 大隅降下軽石が

堆積し 、 その際の噴煙柱の

崩壊によ っ て 発生し た垂水

火 砕 流 が そ れ に 重 な り ま

す。その後、 一連の噴火の中

で最大の入戸火砕流が垂水

火砕流を 覆い ま す。こ れら

は、 垂水市の海潟付近から

南部の新城方面に至る 海岸

沿いに発達し た、 高さ が約

60 m の台地で観察する こ と

ができ ます。こ れら の堆積物

は一般に「 シラ ス」 と 呼ばれ

ています。こ う し た台地の足

下では、 清ら かな 水が湧出

し 、「 垂水」と いう 地名の由来

にも 繋がっ ています。

桜島は、 約 2 万 60 0 0 年前に誕生し 、 大規模な噴火はこ れま

で 17 回起こ っ たと さ れていま す。桜島起源の噴出物を 桜島

に近い垂水市では非常に良い状態で確認でき 、 高峠ではそれ

ら の噴出物が重なる 地層を 観察する こ と ができ ます。歴史時

代の噴火では、 安永 8（ 1779）年の噴火の際、 牛根方面に火山

灰や軽石が降り 被害が発生し まし た。垂水島津家の当主は、そ

の被害を 碑と し て記録し ています。大正 3（ 1914 ） 年の噴火で

も 牛根方面を 中心に降灰によ る被害が甚大で、 また桜島と 大

隅半島と の間にあっ た瀬戸海峡は溶岩によ っ て埋め立てら れ

まし た。さ ら に噴火後には、積も っ た灰が雨で河川などに流入

し 被害も 発生し まし た。こ の結果、山間部の大野地区は被災民

の移住地に指定さ れ、桜島の島民に限ら ず、垂水村の本城や新

御堂、海潟から も 移住が行われ、開拓さ れる こ と になり ます。
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約3 万年前

約2 万6 千年前
以降

約11万年前

約8 0 0 0 万年前

約130 0 万年前



山田の凱旋門

住吉池

米丸マール

②松尾城

④竜ケ城摩崖
一千梵字仏蹟①麓凝灰岩部層

太崎観音崎付近の地層

鹿児島湾奥や桜島を 望む場所

に、安土桃山期に百引から移設さ

れたと伝わる観音が安置されてい

ます。ここでは鹿児島県本土の基

盤をなす四万十累層群の黒色泥

岩や砂岩が観察でき、こ の地層

が深海に堆積した証拠と なる堆

積構造を見ることができます。江

戸期、牛根は硯石の産地でした。

牛根麓埋没鳥居

戦国期に、島津義久の家臣が島

津氏の守護神である稲荷神を祀っ

たのが始まりとさ れる稲荷神社。

その神社の鳥居は、大正３年の桜

島大噴火による降灰によって全体

が埋没し、その後掘り出されて現

在は笠木を含む高さ 約1.4ｍの部

分が地上に姿を現しています。貴

重な災害遺産でもあります。

早崎

標高３２５ｍの早崎は、 下位から

牛根安山岩、 牛根玄武岩、 牛

根流紋岩が重なり 、それら に挟

まる 火砕流堆積物、 湖成層が

確認さ れています。 牛根流紋岩

の噴出年代は４ 万年から３ 万年

前とさ れており 、 世界で最初に

発見さ れて「 大隅石」 と 名付け

られた鉱物も 含まれています。

麓の磨崖仏

現在は「 麓凝灰岩」 と 呼ばれ、

かつて石切り も 行われていた場

所に磨崖仏が彫り 込まれていま

す。中央部には尼僧、 左右には

灯篭、 右灯篭には正保４（ １６４

７）年の年号が刻まれています。

「 麓凝灰岩」 は麓火砕流に対比

さ れ、溶結凝灰岩は牛根麓の山

際で確認すること ができます。

猿ヶ 城渓谷

四万十累層群の堆積岩と 花崗

岩が分布する高隈山系を源流と

する本城川には、白色の美し い

花崗岩の転石が河床に点在し 、

刀剣山登山口もあります。また、

猿ヶ城地域の花崗岩には電気石

と 呼ばれる医薬用ホウ酸や光学

器具にも 利用さ れた鉱物が含ま

れています。

垂水火砕流

約３ 万年前に起こった姶良カ ル

デラの噴火の初期に、現在の桜

島付近から 噴出し た 噴煙柱の

部分的崩壊によって発生し た垂

水火砕流の堆積物が、 垂水市

街地周辺から 南部にかけて広く

分布し ています。 複数のフ ロ ー

ユニッ ト から 構成さ れており 、

弱溶結の固さ です。

馬形川沿い

新城麓を流れる馬形川の中流付近で

は、約１１万年前に鹿児島湾の湾口部

に位置する阿多カルデラから噴出し

た阿多火砕流の溶結凝灰岩を確認

することができます。場所によっては

磨崖仏が彫られた箇所もあり ます

が、崩落の危険もあって現在は近づ

くことができません。鹿屋市では荒平

石として石材に利用されています。

白崩え(し たく え)

新城海岸では波の浸食による火砕

流堆積物の崖を観察することができ

ます。白色の崖（ シラス）が海に向

かって崩れる様子から地元では「 し

たく え」と呼ばれています。最下部に

は阿多火砕流の溶結凝灰岩が露出

し、その上に大隅降下軽石、垂水火

砕流堆積物、入戸火砕流堆積物が

重なっている様子を観察できます。
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石の文化と 火山マップ
M a p  o f  t h e  s t o n e  c u l t u r e  i n  T a r u m i zu

南北に長い市域を 有する垂水市の地質は、 魅力にあふれています。市の北側に位置す
る牛根地区の海岸では、 鹿児島県本土の基盤を 構成する堆積岩を 観察でき 、 観光地

でも ある猿ヶ 城渓谷では、 基盤岩に貫入し た花崗岩の美し さ を 感じ るこ と ができます。
さ ら に、 姶良カ ルデラ 起源の噴出物が迫力ある崖と し て市街地の背後に広がるなど 、
垂水市は、身近な 場所でも 多様なジオを 学べる地域と いえるでしょう 。

● 問合せ: 桜島・ 錦江湾ジオパーク 推進協議会（ 0 9 9 -2 16 -13 13 ）

● 編集: N PO 法人かごし ま探検の会   ● 監修: 大木公彦   ● 発行2 0 24 年3月

柊原貝塚高城跡

太崎観音崎

白崩え

馬形川沿い

垂水火砕流

猿ヶ 城渓谷

垂水千本イチョ ウ

桜島起源の軽石層 大野地区

高隈山系

刀剣山

牛根麓埋没鳥居

江之島

麓の磨崖仏

早崎
桜島口

付近

海潟温泉

垂水城跡

垂水島津家墓地

垂水港

垂水麓

道の駅たるみず

見晴亭跡

新城

大正 3 年の桜島大噴
火によって溶岩が流
出、海峡が埋められ、
桜島と 大隅半島が陸
続きになった様子が
よく わかります。

現在の垂水小学校は、 垂水島津家の
館・ 林之城跡。周辺の武家屋敷跡を
含め、大隅半島では採れない種類の溶
結凝灰岩が石垣に利用されています。

江之島を形成するの
は流紋岩で、 対岸の
早崎の上部にある岩
石と一緒です。

大隅半島唯一の温泉
郷で 美人の湯と し て
も親しまれています。

シラス台地を利用した
山城跡で、下部からは
水が湧いています。

道の駅の足湯のある 場所か
ら 、 桜島の天平宝字の噴火の
火口である鍋山や、南岳火口、
昭和火口を観察できます。 ここ から 市街地や鹿児島湾方

面の眺望も素晴らしく 、 シラス
台地などがよく 観察できます。

複数回の桜島の大噴火を確認でき
る地層が高峠の入口にあります。

大正 3 年の桜島大噴火
をきっかけに人々が移住
し 開拓された地域です。

軽石製品がたく さん出土しています。

シラス地形を利用した山城跡。

垂水火砕流の弱溶結部が加工さ
れ城として利用され、壁面に人面
のようなものも刻まれています。

阿多火砕流の溶結凝灰岩が
石垣に利用されています。

麓の建物や石仏に溶結凝灰
岩が利用されています。

本城跡


